
モデルツアー参加者からの助言

　モデル的に策定したツアー（モデルツアー）を試

行して、外部からの評価や助言を得る手法に「ファ

ムトリップ」「モニターツアー」があります。このうち、

「ファムトリップ（Familiarization Trip）」は旅行

業界関係者やメディア関係者を対象とした試行的

な旅行であり、消費者モニターを対象として実施す

る旅行は「モニターツアー」と呼ばれています。

　ファムトリップは、取組段階に応じて、適切な目的

を設定することが大切です。本事業のように新たに

モデルツアーづくりに取り組む地域では、「企画の構

想段階」から始めて専門家等のアドバイスを得なが

らツアーの内容を磨き上げていきます。

　企画が完成した後に、こうしたモデルツアーを行

い、助言や感想を得ながら、さらにツアーの内容を

修正・拡充していきます。こうした試行段階を経て、

広く商品を販売する段階に移行すると良いでしょう。

メディアを通じた発信（パブリシティなど）を促すこと

で、ターゲットへの発信力やオンライン販売サイトへの

導線を強めたり、旅行会社との商談を通じて新たな

販売チャネルの開拓を目指したりします。

　本事業では、旅行会社やメディア関係者を対象

としたファムトリップを開催しました。本事業における

各所の取組段階は、前項における「企画構想段

階」に当たることから、旅行会社とメディア関係者か

らアドバイスを得て資源の磨き上げの視点を得るこ

と、地域での受入の試行を目的に据えました。

（１）ファムトリップ（旅行会社・メディア関係者）

図表 ： 旅行ツアーの試行（モデルツアー）の形態

図表 ： 「やまなし歴史の道ツーリズム推進業務（令和２・３年度）」ファムツアーの概要

図表 ： 取組段階とファムトリップの目的、参加者の役割

旅行ツアーの試行（モデルツアー）

●ファムトリップ（ファムツアー）
　旅行業界関係者やメディア関係者を対象としたツアー

●モニターツアー
　消費者モニターを対象として実施するツアー

○企画や地域資源について、旅
行業界関係者やメディア関係
者のアドバイスを得ること

○実践者や企画者、案内人（ガイ
ドなど）の動機づけを高めた
り、受入の練習をすること
など

○当該地域資源への理解が深
い旅行会社・メディア関係者
○ターゲットとする地域の市場
への理解が深い旅行会社・メ
ディア関係者

○商品を効果的に発信すること
（ターゲットへの周知強化、販
売サイト等への導線強化）

○新たな販売チャネルを開拓す
ること

○ターゲットとする市場に強い
影響力を持つ旅行会社・メディ
ア関係者
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目　的

行　程

参加者

「やまなし歴史の道」ツーリズムの魅力や可能性について、旅行会社や出版社などの専門家からアド
バイスを得て、資源の磨き上げ・強化につなげること

令和3年１１月４日（木）～１１月５日（金）の１泊２日
○１日目：大月駅（集合）⇒【富士道（谷村路）】富士見橋・機屋見学⇒御師宿坊の街並み⇒昼食（吉田
　のうどん）⇒【みのぶ道】身延山総門～三門～御草庵跡周辺⇒赤沢集落の街並み⇒甲府駅（宿泊）
○２日目：甲府⇒【棒道】棒道さんぽ⇒三分一湧水⇒昼食（ほうとう）⇒【秩父往還】甲斐の古道歴史
公園⇒永昌院⇒窪八幡神社⇒清白寺⇒【甲州街道】勝沼ぶどう郷駅周辺⇒勝沼宿⇒宮光園⇒山梨
市駅（解散）

県内旅行会社３社、首都圏旅行会社（県内支店を含む）５社、メディア関係者１社　延べ１０名

＜「道」の背景にあるストーリー＞
❖小さな古い建物や昔の集落、一般的な観光ではなかなか注目されない寺社や資料館、道端の石造物、音風景な

　ど、道の背景にあるストーリー（物語、歴史）を知ることによって、新たな発見や気付きがあった。

❖ガイド・案内役のお話を通じ

て、背景にある物語や「もの」

「こと」の価値への理解が深

まった。案内役には、ガイド業

を営むプロガイド、ボランティ

アガイドに加えて、お店の方

や職人、寺社の僧侶、学芸員

や研究者など、それぞれに個

性的な魅力があった。

❖案内役による対応が難しい場

合や、ガイド付きのツアー等に

参加しない人に対して、セル

フガイダンスアプリ、音声ガイ

ド、ガイドマップ、パンフレットな

どの情報ツールが充実していると

よい。案内拠点やジオラマがあるこ

とも理解を深めることにつながる。

＜様々な楽しみ方＞
❖道の楽しみ方は、道を「たどる」だけ

でなく、道のストーリー（物語、歴史

など）をしっかりと伝えることによっ

て、関連する「ものづくり体験（機

織りなど）」の魅力を高めたり、「物

販商品」の価値を高めたりするこ

とにつながる。

❖「やまなし歴史の道」は、車道や歩

道、舗装路・未舗装路、登山道、石

畳など、実に様々な表情があり、風

景も、都市・郊外の景観、農業景

観、山岳景観、高原景観、里山景

観、街道景観、商店街、社寺景観

など様々だ。季節の移り変わりも魅

力になる。徒歩で楽しむだけでなく、

車窓からの風景も評価できる。馬

に乗ったり、サイクリングをしたりと、

移動手段を変えた楽しみ方もある

だろう。

❖ツアーを通して伝えたいメッセージ

や、スケジュール、ターゲットに応じ

て、様々な楽しみ方を検討していく

ことが大切だ。

＜受入態勢・環境＞
❖団体旅行に限らず、少人数のSITや、個人旅行を受け入れる場合であっても、一定の受入態勢・環境づくりが必

要である。

❖営業時間や、訪れる際に予約が必要かどうか、説明の対応ができる人（案内人、ガイド）がいるかどうか、また常時

対応ができるかどうか、体験の受入ができるか（いつ、何人まで可能か）、バス（大型、中型、マイクロ、ジャンボタク

シーなど）がアクセスできるかなど、細部に至るまで準備が必要である。

❖全てに対応していくことは容易ではないが、関係者と１つ１つ相談し、出せる情報を増やし、できることを増やして

　いくことが重要である。

富士道 ： 御師ガイドと共に御師町を巡る

　ファムトリップを通じて、旅行会社とメディア関係者から多くのアドバイスを得ることができました。主に、次のよう

な意見がありました。
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